
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

潮田 利昭

ウロボロス
ハヌマーン
ソラリス

アーティスト

45

死

資産家

飢餓

永劫の別れ

作詞・作曲家

男

38

ビジネス

2
2
3
1

0
0
1
0

0
0
0
0

2
2
4
1

28
8
8
13
26

1 2
音楽 ウェブ8 1

②③
④⑤⑥⑦⑧
④⑤⑥⑦⑧

⑨⑩

　　
　　
　　
　　

0
0
0
0

0
0

C値+1
範囲(選択) C値+1  HP+(4D10+4)
範囲(選択) C値+1  HP+(5D10+4)
ダイス+4 達成値+6  1/ラウンド

0 0

記憶探索者
霧谷雄吾

レコード会社の担当
邂逅

春日恭二
赤石葵

誠意
連帯感
遺志

好奇心
傾倒

悔悟
無関心
悔悟
隔意
隔意

思い出の一品

2 4

ワーディング

リザレクト

千変万化の影

原初の黄:奈落の法則

幻想の色彩

癒しの歌

無形の影

原初の赤:封印の呪

ｺﾝｾﾝﾄﾚｲﾄ:ｳﾛﾎﾞﾛｽ

混色の氾濫

援護の風

ウィンドブレス

死者の想い

空の楽器

シャドウダイバー

★

0

1

2

3

4

1

2

2

2

4

2

1

★

★

-

1d10

2

4

4

2

4

3

2

2

2

2

0

-

2

オート

気絶時

ﾏｲﾅｰ

ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

効果参照

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

オート

オート

オート

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

視界

-

至近

-

視界

視界

-

視界

-

-

視界

視界

至近

視界

至近

シーン

自身

自身

範囲

-

単体

-

-

-

範囲(選択)

自動

単体

自身

効果参照

単体

自動

自動

自動

-

ｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ

交渉

-

対決

-

-

-

自動

自動

自動

自動

-

↓100

-

-

-

-

-

-

-

-

-

ﾘﾐｯﾄ

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

取得技能1つｼｰﾝ間レベル+[LV+1] 3/シナリオ

ラウンド間対象のC値+1

射程を視界に変更。LV/シナリオ

HP+[(LV)D+精神]

精神で判定を行える。

次に行う判定のC値+1 LV/シナリオ

C値-LV(下限値7)

範囲(選択)に変更する。

ダイス+LV  1/ラウンド

⑨後使用宣言 達成値+[LV*3]

死者たちの想いで自らの受けた損傷を完全に回復するエフェクト。 戦闘不能になった時か，シーンの終了時に使うことができる。ロイスをタイタスに変えることなく体力を1度だけ完全に回復させることができる。また，戦闘中にこのエフェクトを使用した場合，次に行う回避行動は自動成功となる。このエフェクトは重圧を受けていても使用でき，かつ侵蝕値が100％を超えていても使用できる。

任意の音声や音楽を発生させる

対象の影に触れることで対象の現在の感情を知ることができる。

※ことこと煮込み中※

真のオリジナル・真の美しいものを追い求めた作曲家。孤独に苛まれている。
国際祭典にも選出される天才といわれる著名な作家。元々はゴーストライターとして"売れる曲"を作っていた。
オーヴァードとしての能力は一切作曲に使っていない。

売れるだけの曲なんてもう飽き飽きしている。
売れるメロディには規則性がある。大抵は分析可能な範囲だ。リズム、コードも同じようにだ。
分析した楽曲を世間の求める音楽像に当てはめていく。時には流行りのリズムトラックを引用し、時には往年の名曲から伴奏のニュアンスをくみ上げ、人々が耳
にしやすいであろう数秒間に「美しいと云われているあの名曲のメロディ」を入れ込む。それらの工程を踏んで作り上げれば大抵は評判のいい曲になる。
天才だの何だのと言われる音楽家も殆どは紛い物だ。勿論、俺も含めて。
こうして、美しいリズム、コード、メロディと思ったものを、コピーして作り直し、ねじって歪ませてから、自分の作品として分類する「創作行為」にうんざり
している。そんなもの紛い物に過ぎない。それが苦痛でしかたない。
たった十二音階のメロディが数オクターブの中でパターン化され、世界中の人間が音楽をしている。
故にバッハの時代に作曲は終わっているというが、その通りだと思う。
ただ、それでもその中でも一握り、偶発的に生まれる一瞬の中に、美しいメロディが確かに存在しているのだと、昔から信じている。

世の中には美しいコードが溢れている。
コードは○○進行という言葉を免罪符に、今も日夜、殆ど同音進行の楽曲が生み出され続けている。
俺は問いたい。ラジオから流れるそれを一聴して美しいと思った瞬間があったとする。そこで鳴るコードが作曲者が考え抜いてひねり出したもの、過去の名作か
ら引用したもの、その二つで感動した瞬間の、その価値は変わるのだろうか？
他で使われた音だからとか、苦労して生み出したそれだからとか、作者の経歴が何だとか、そんなものはただの情報に過ぎない。
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